
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

学 校 名 垂井町立府中小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１０日（日）、１１月１３日（水） 

実 施 概 要 ①１１月１０日（日）午前「かしの木文化祭」午後「府中地区文化祭」を開催 
②府中地区文化祭に、「府中っ子ハーモニー」として、６０名の児童が参加し、合唱を披露

した。 
③「ふれあい風船飛ばし」は、悪天候のため、１１月１３日（水）に延期して実施した。 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然    □歴史    □文化    □産業    ☑その他 

 公開の方法 
  □授業公開  ☑成果発表  □交流活動  □講演会等   

☑地域行事等参加  □その他 

来 校 者 数 保 護 者 約２００ 人
計    約３００人

地域関係者 約１００ 人

実 施 状 況 ・午前は、学校行事の「かしの木文化祭」を開催し、合唱を中心に学習の成果を発表し、家族や

地域の方々に公開した。学年毎にテーマを決め、テーマに沿って合唱に群読や語りを交え、工

夫された内容であった。 

・発表の終わりには、ＮＨＫ全国学校音楽コンクール岐阜県コンクールに参加した合唱クラブが

美しい合唱を披露した。また、学校職員も合唱を行った。 

・体育館壁面には、図工や家庭科で制作した作品を展示し、参観者に観ていただいた。 

・午後は、府中地区文化祭が行われた。そこに、全校児童の中から公募した６０名の児童による

「府中っ子ハーモニー」が参加し、２曲の合唱を発表した。 

・ＰＴＡ主催による「ふれあい風船とばし」は、雨天のため、１３日（水）に実施した。風船に、

府中地域と学校の自慢（自然、行事、風習）を紹介した手紙を付け、地域や学校への愛着と誇

りをもつことを促すことをねらいとして行った。地域の方々へも参加を呼びかけ、一緒に風船

を飛ばすことを通して交流を深めることもねらいとしていたが、平日の実施により、一部の保

護者の参加にとどまった。 

成果及び課題 ・各学年の発表はとても心に残りました。合唱は、いつ聴いても美しい声で歌えていて、本当に

すばらしいと思います。（保護者） 

・ずいぶん練習を頑張ったのでしょうね。小さな子も大きな子も、みんなで話すところはもちろ

ん、一人で話すところも本当に大きな声で言えていました。どの合唱もきれいな歌声で天使の

歌声ですね。毎年見に来ています。これからも見に来ようと思います。（地域の方） 

・本校の伝統の一つである合唱を中心に発表をして、それを聴いてもらったり、作品を展示して

見てもらったりすることで、地域の方々に学習の成果や日頃の取組について理解してもらうこ

とができている。 

・１年生から６年生までの児童５６人が、「府中っ子ハーモニー」（合唱団）として地域の行事

に参加し、地域の方々とのふれあいの一端を担っている。 

・児童は、家族と相談しながら風船に付ける手紙を書いた。ここで、家族とのつながりが生まれ

た。また、地域の歴史や豊かな自然、学校全体で取り組んでいる挨拶運動や合唱について書く

ことを通して、ふるさと府中や私たちの府中小のよさを再確認するきっかけとすることができ

た。 
 


